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研究成果の概要（和文）：一般の医療機関で入院治療を受けている高齢患者から、看護職が受け

る攻撃的行動や暴力へのケアモデルの開発を目指し、文献検討および臨床における参加観察お

よび看護師への面接調査を実施した。その結果、個々の患者の身体的・精神的な状態の把握、

いまだに満たされていない患者の身体的・精神的ニーズに関する継続的・体系的な情報収集と

アセスメント、患者-看護師関係の促進、創造的なケアの試行、そして、患者の特異的な精神科

的問題についての精神科医へのコンサルテーションと向精神薬の処方の検討、危機の段階に合

わせた危機予防介入といったケアモデルを提示することができた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a care model for the elderly 
patients’ violence and attacks in health care settings. Participant observation and 
interviews were conducted with expertise nurses. As a result, we have developed a care 
model for the elderly patients’ violence and attacks in health care settings, such as: 
perceiving the patient's individualized pattern of physical and affective condition, 
collecting information systematically and serially about physical and affective needs 
unmet, creating relationships between the patient and nurses, making a trial of treatments 
creatively assumptions, consulting psychiatry about the patient's specific psychiatric 
problems and considering administration of psychotropic drugs and risk prevention 
interventions according to the stage of crisis.  
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１．研究開始当初の背景 

近年、医療機関において心身の健康問題を

抱え治療やケアを必要とする人々から、ケア

提供者が攻撃や暴力を受けるリスクが高ま

っている。中でも内科や外科、リハビリテー

ション病棟などの一般診療科における暴力
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の発生率は、精神科病棟よりも高く、その内

容も深刻なことが明らかになっている(鈴

木,2007)。 

特に、高齢の入院患者は、認知症や精神障

害が基礎疾患になくても、せん妄や混乱も起

こしやすく、また、吸引やおむつ交換、食事

介助、入浴介助といったケアを受ける側に心

身のストレスのかかる日常生活場面におい

て、攻撃や暴力の問題が日常的に起きている。

医療現場における患者からの攻撃や暴力の

問題については、医療安全面からの検討は近

年さかんに検討されるようになってきてい

るが、ケア技術やケアモデルの検討・開発に

ついては不十分である。 

 海外における実態や取り組みについての
先行研究(Astrom S.ら 2004, Skovdahl K.ら
2004, Pulsford D.ら 2006,Bates J ら 2004, 
関ら 2002)によると、患者の Challenging 
Behavior への日常的なケア技術に焦点を当
てた研究は非常に少なく、患者のより高い
QOL を目指すための効果的な介入方法の研究
の推進の必要性が指摘されている。国際的に
も、重要な課題であると認められているもの
の 、 焦 点 が 当 て ら れ て こ な か っ た
(Department of Health of UK 2002)。この
ような国内外の状況からも、本研究に取り組
む意義があるものと考える。 
 
２．研究の目的 
本研究は、一般病棟での心身の健康問題を抱
える高齢者から看護師が受ける攻撃や暴力
へのケアモデルを開発し、その効果を検証を
目指すものである。 
 
３．研究の方法 
(1)一般診療科に入院中の高齢患者による看
護職への攻撃・暴力的行動への看護介入技術
に関連する国内外の文献のレビューを行う
ことにより、効果的看護介入について明確化
する。 
(2) 一般診療科に入院中の高齢患者による
攻撃や暴力の問題について優れた実践を行
なっていると評価された医療機関において
看護管理者および看護職を対象に、高齢患者
からの攻撃や暴力への効果的ケアについて
面接調査を実施し、効果的介入について明ら
かにする。 
(3) 一般診療科に入院中の高齢患者による
攻撃や暴力の問題について優れた実践を行
なっていると評価された医療機関において、 
攻撃的行動や暴力行為の見られた高齢者に
対するケアの実際とその効果について参加
観察を行った上で、看護記録を詳細に分析し、
看護実践を質的記述的に検討する。 
(4)以上をもとに、ケア提供者双方にとって
の安全性の考慮された実行可能で、かつ倫理

的にも問題のないケアモデルを明確化する。 
 
４．研究成果 
(1)文献検討および面接調査からのケアモデ
ルの開発： 
一般診療科に入院中の高齢患者による攻撃
や暴力の問題について文献検討を行なった。
その結果、ケアモデルについては認知症患者
を対象とした Serial Trial 
Intervention(STI)介入モデル
(Kovach,R.C.et.al.2006)、Need-Driven 
Dementia-Compromised Behaviors（NDB）モ
デル(Algase,D.L.et,al.1996)、The 
Conceptual Model of Progressively Lowered 
Stress Threshold :PLST モデル
(Hall,et,al.1987)が、有益であることが確
認できた。臨床における優れた実践を行なっ
ていると評価された医療機関において看護
管理者および看護職を対象に、高齢患者から
の攻撃や暴力への効果的ケアについて面接
調査を実施した。平行して、攻撃的行動や暴
力行為の見られた高齢者の 20 事例に対する
ケアの実際とその効果について看護記録を
詳細に分析し、看護実践を質的記述的に検討
した。以上の取り組みにより、実践現場にお
ける効果的ケアについての分析、資料の収集
及び整理を終えることができた。 

(2)ケアモデルの洗練： 

攻撃的行動や暴力行為の見られた高齢者に対

するケアの実際とその効果について 30 事例

について、看護記録を詳細に分析し、看護実

践を質的記述的に検討した。以上の取り組み

により、攻撃的行動のあった高齢患者につい

て提供されていた効果的ケアについての分析

を行った結果、高齢者からの攻撃的行動の深

刻さに合わせて、①入院直後の不安や混乱を

緩和する予防的ケア、②攻撃的行動のエスカ

レーションを防ぐケア、③高齢者看護師双方

にとっての危険防止のためのケアが行われて

いることが明らかになった。また、いずれの

段階でも、一貫して④継続的な心身の状態の

モニタリング、⑤心身の状態を整えるケアが

行われていた。この④と⑤のケア内容は、食

事、睡眠、水分摂取、排泄といった身体の生

理的機能を整えることが、患者の苛立ちや怒

り、不安、混乱を緩和するための基本的に重

要な実践内容であることを示している。また、

上記のケアには精神科看護における危機予防

的看護実践技術が応用されており、その基盤

には、攻撃的行動が看護師の心身および看護

の質に重大な影響を及ぼすという認識がある

ことが明らかになった。 

(3)ケアモデルの妥当性の検討： 

文献検討および臨床における優れた実践を



 

 

行なっていると評価された医療機関における

高齢患者からの攻撃や暴力への効果的ケアに

ついての検討をふまえ作成したケアモデルを

明確にした。その結果、ケアのプロトコール

としては、①個々の患者の身体的・精神的な

状態の把握、②いまだに満たされていない患

者の身体的・精神的ニーズに関する継続的・

体系的な情報収集とアセスメント、③患者-

看護師関係の促進、④仮説に基づいた創造的

なケアの試行、そして、⑤患者の特異的な精

神科的問題についての精神科医へのコンサル

テーションと向精神薬の処方の検討が上がっ

た。また、危機予防的介入としては、高齢患

者の攻撃的行動の深刻さに合わせて、通常の

状態から、患者の不安やいら立ちが強まり、

さらに患者自身および看護師への危険性が高

まる段階に合わせて、①患者の不安や混乱を

緩和する介入、②患者の攻撃的行動を予防す

る介入、そして、③患者および看護師への危

険性を回避するための介入の3パターに整理

された。 

以上は、攻撃的行動や暴力行為の見られた

高齢者の50事例に対するケアの実際とその効

果について看護記録を詳細に分析し、看護実

践を質的記述的に検討した結果から、導き出

したものであるが、これにより導かれたケア

モデルについて臨床の熟練看護師および管理

者にその有効性について検討を行った。臨床

看護師からはケアモデルとして活用できると

いう評価を得ることができた。いくつかの課

題も残った。今後、さらに事例の分析を重ね

、効果的介入方法を明確化していく必要があ

るものと考える。 
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